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徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け
る
賦
物
罪
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塚

英

夫
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ご

　
　
徳
川
幕
府
の
刑
法
に
お
い
て
、
財
産
罪
た
る
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
、
領
得
し
た
財
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
犯
に
応
じ
て
、
　
「
賦
物
」
．
、
，

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
　
「
不
正
之
金
子
」
、
　
「
貰
取
候
品
」
、
　
「
不
正
之
品
」
等
と
呼
ば
れ
、
い
ま
だ
こ
れ
ら
を
包
括
す
る
賊
物
な
る
概
念
は
見
出
さ
れ
る
に
至
、

　
　
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
賊
物
罪
も
、
当
時
の
主
要
な
幕
府
判
決
集
た
る
御
仕
置
例
類
集
の
分
類
に
よ
れ
ば
、
　
「
盗
物
怪
敷
品
取
扱
候

　
部
」
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た
犯
罪
の
種
類
も
、
こ
れ
ら
果
物
に
関
係
す
る
一
切
の
行
為
を
含
ん
で
い

　
　
た
の
で
あ
る
。
・

　
　
　
本
稿
は
徳
川
幕
府
刑
法
の
基
本
法
典
た
る
、
公
事
方
御
定
書
下
巻
の
規
定
を
中
心
と
し
、
判
例
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
当
時
の
賊
物
罪

　
　
が
い
か
な
る
取
扱
い
を
う
け
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
一
）
　
御
定
書
第
五
十
六
条
「
盗
人
御
仕
置
家
事
」
中
の
器
物
罪
の
条
文
が
全
部
盗
物
と
規
定
し
て
い
る
ほ
か
、
判
例
で
も
い
ち
ば
ん
多
く
使
用
さ
れ
て

　
　
　
　
お
り
、
当
時
の
も
っ
と
も
ふ
つ
う
な
呼
称
で
あ
っ
た
。

　
　
（
二
）
　
御
仕
置
例
類
集
、
新
類
集
、
武
拾
三
之
帳
（
以
下
単
に
「
新
類
集
二
三
」
の
ご
と
く
略
称
し
て
引
用
）
　
（
九
六
八
）
文
化
七
。
無
宿
伊
三
郎
盗
い

説　
　
　
　
た
し
候
一
件
。

論　
　
（
三
）
　
新
類
集
十
四
（
四
一
四
）
文
化
六
・
五
感
寺
地
中
延
命
院
地
内
次
兵
衛
衝
潅
い
だ
し
候
一
件
。
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論　説

（
四
）
　
新
類
集
十
六
（
五
二
〇
）
文
化
五
・
相
．
州
千
木
良
村
岡
右
衛
門
か
た
σ
い
た
し
候
一
件
。

二

　
御
定
書
第
五
十
六
条
「
盗
入
御
仕
置
望
事
」
の
中
に
は
、
囲
物
罪
に
関
し
六
箇
条
の
規
定
を
設
け
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
条
文
を
考
察

の
便
宜
上
四
つ
に
分
類
し
、
以
下
順
次
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
6
　
牙
保
に
相
当
す
る
も
の
。

　
寛
保
元
年
極

　
一
、
盗
物
と
乍
存
世
話
い
た
し
配
分
ハ
不
取
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敲

こ
の
規
定
が
成
立
し
た
由
来
を
科
条
類
典
に
尋
ね
て
み
る
と
、
こ
の
規
定
は
ま
ず

　
一
、
盗
物
と
存
質
物
或
費
下
甑
澄
人
二
立
候
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
財
取
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
梯

と
い
う
形
で
立
案
せ
ら
れ
た
が
、
　
「
…
圃
：
…
澄
人
二
立
候
も
世
話
い
た
し
候
も
同
様
之
儀
」
と
い
う
理
由
で
斥
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
一
、
盗
物
と
乍
存
世
話
い
た
し
配
分
又
ハ
禮
鍵
貰
候
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
敲

と
い
う
形
に
改
め
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
ま
た
、
　
「
配
分
並
禮
鑓
貰
候
得
銭
ハ
盗
人
同
然
候
得
ハ
當
入
御
仕
置
二
准
候

儀
」
な
る
異
論
が
出
て
、
結
局
、
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
な
規
定
の
成
立
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。

　
以
上
沿
革
に
つ
い
て
の
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
あ
る
程
度
明
ら
か
な
よ
う
に
、
本
条
の
「
世
話
」
と
は
、
判
例
に
よ
れ
ば
、
　
「
相
物
と
乍
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

酒
食
二
泥
ミ
費
携
風
習
ハ
追
テ
費
梯
丁
丁
申
と
預
り
置
」
く
こ
と
や
、
「
盗
物
と
乍
心
附
…
…
…
酒
食
二
泥
ミ
品
々
質
入
又
ハ
費
耳
漏
」

す
こ
と
等
を
指
す
も
の
で
あ
っ
だ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
「
世
話
い
た
す
」
と
は
、
要
す
る
に
、
平
物
た
る
の
情
を
知
っ
て
、
そ
の
売
…
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論説
買
質
入
等
の
周
旋
を
な
す
行
為
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
行
法
に
い
う
賊
物
の
牙
保
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
．
御
定
書
は
本
条
の
行
為
に
つ
き
、
配
分
を
と
ら
ざ
る
ば
あ
い
に
関
し
て
規
定
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
配
分
を
う
け
た
る
ば

あ
い
の
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
第
二
草
案
が
配
分
・
礼
銭
を
う
け
て
世
話
し
た
も
の
に
つ
き
重
敲
と
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り

で
あ
り
、
そ
の
後
の
評
議
が
こ
れ
を
排
し
た
の
は
、
元
来
配
分
を
う
け
て
世
話
す
る
の
は
盗
賊
本
人
と
も
同
じ
よ
う
な
情
状
に
あ
る
も
の

ゆ
え
、
そ
の
可
罰
的
な
る
は
当
然
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
逆
に
無
償
の
周
旋
行
為
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
．

種
の
ば
あ
い
を
代
表
さ
せ
る
に
至
，
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
判
例
法
上
両
者
の
取
扱
い
に
関
し
て
差
異
の
み
と
め
ら
れ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

当
然
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
安
永
六
年
・
甲
府
城
屋
町
与
右
衛
門
方
紛
失
物
一
件
の
評
議
が
「
早
筆
…
…
…
始
末
野
盗
物
と
乍
存
世
話
い

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
へ
　
　
も
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
し
配
分
取
候
二
相
當
リ
申
候
盗
塁
と
乍
存
置
世
話
配
分
不
要
も
の
敲
之
御
定
有
之
軽
挙
共
配
分
取
替
も
の
之
御
定
ハ
無
之
元
文
二
巳
年

櫻
田
伏
見
町
四
郎
兵
衛
寄
子
庄
助
儀
傍
輩
彌
助
盗
候
衣
類
配
分
墨
取
心
底
潤
て
質
物
二
置
可
遣
と
申
合
寄
物
之
内
帷
子
壼
ツ
馬
出
段
不
届

　
　
　
（
隆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

二
者
重
国
敲
申
付
古
例
有
之
候
間
事
敲
」
（
傍
占
｛
箸
以
下
同
）
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
さ
き
に

陽
の
目
を
見
な
か
っ
た
第
二
草
案
の
線
で
重
敲
の
刑
が
科
さ
れ
て
い
る
の
は
、
本
条
成
立
の
事
情
か
ら
考
え
て
興
味
ぶ
か
い
。

　
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
ど
の
「
程
度
で
配
分
を
貰
っ
た
と
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
判
例
は
概
念
上
配
分
と
皆
皆
と
を
区
別
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
取
扱
い
に
は
差
異
を
示
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
文
化
七
年
。
無
宿
善
蔵
初
筆
盗
い
た
し
候
一
件
の
評

議
に
、
配
分
は
と
ら
ず
礼
物
と
し
て
南
車
宿
壱
片
貰
受
け
た
事
例
に
つ
き
、
　
「
将
官
御
定
書
二
盗
物
と
乍
・
存
世
話
い
た
し
配
分
ハ
不
取
も

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
る
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
ハ
　

の
敲
と
有
之
此
も
の
案
配
、
分
は
取
不
申
候
得
共
織
物
貰
受
候
上
は
配
分
取
零
も
同
様
骨
付
」
と
あ
る
ご
と
き
そ
の
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　

対
し
、
単
に
「
酒
食
二
泥
ミ
」
世
話
し
た
に
す
ぎ
ぬ
も
の
は
大
体
御
定
書
に
い
う
配
分
不
取
も
の
と
し
て
処
理
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
御
定
書
の
規
定
す
る
意
味
・
内
容
は
大
体
以
上
の
ご
と
く
で
あ
り
、
そ
の
法
理
は
簡
単
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
し
か
く
単
純
で

は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
思
し
ば
ら
く
判
例
の
上
で
混
乱
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
そ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
例
示
す
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る
余
猶
を
も
た
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
状
態
を
窺
知
し
う
る
、
文
政
二
年
「
怪
敷
品
と
乍
心
知
世
話
い
た
し
候
も
の
御
仕
置
旧

説　
　
之
儀
評
議
仕
候
趣
申
上
候
書
付
」
な
る
も
の
を
掲
げ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
曰
く
、

論　
　
一
、
家
藏
江
忍
入
候
盗
人
任
頼
盗
之
始
末
乍
奉
燈
物
世
話
い
た
し
墨
金
鑓
之
内
貰
受
借
受
候
も
の
ハ
…
…
…
…
敲
之
上
輕
追
放

　
　
一
、
盗
之
始
末
ハ
不
存
三
審
品
と
苦
心
附
世
話
い
た
し
盗
金
銭
之
内
貰
受
借
受
候
も
の
ハ
盗
賊
本
人
之
所
業
二
不
拘
…
…
…
…
重
敲

　
　
　
　
但
右
之
内
酒
食
被
振
舞
候
迄
二
王
金
言
貰
受
借
受
候
儀
も
無
蔵
品
輕
も
の
ハ
…
…
…
…
敲

　
　
一
、
盗
之
所
業
敲
二
刃
音
盗
人
之
引
合
二
而
盗
物
と
乍
存
世
話
い
た
し
業
物
貰
受
又
ハ
酒
食
被
振
舞
候
も
の
是
ハ
盗
賊
本
人
敲
二
相
當
リ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
候
上
ハ
本
人
よ
り
御
仕
置
重
り
候
而
ハ
不
相
當
立
付
敲
又
ハ
品
輕
も
の
二
零
墨
而
ハ
手
鎖
二
而
も
可
然
品
と
丁
半
御
座
候
得
土
ハ
差
常

　
　
　
先
例
も
相
見
不
申
且
、
節
々
之
始
末
二
も
寄
可
盤
景
二
世
御
仕
置
當
り
此
節
取
極
暑
而
ハ
難
曲
上
候

　
　
一
、
盗
賊
之
所
業
並
行
衛
又
ハ
被
盗
主
も
不
相
知
候
と
も
怪
敷
皮
と
乍
心
際
世
話
い
た
し
候
も
の

　
　
　
　
是
ハ
盗
人
之
所
業
治
定
不
致
候
方
穏
二
付
前
書
同
様
之
趣
意
二
も
可
有
御
座
候
得
共
思
置
差
當
リ
先
例
相
見
上
申
右
御
仕
置
當
り

　
　
　
　
．
此
節
差
極
候
而
ハ
難
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
で
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
右
之
趣
二
極
置
以
來
御
仕
置
不
快
様
仕
度
奉
存
候
輝
々
之
先
例
相
改
組
儀
二
十
先
例
書
抜
相
世
相
伺
申
候
以
上

　
　
　
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
書
付
は
賊
物
の
牙
保
に
つ
い
て
、
そ
の
本
犯
と
の
関
係
に
よ
っ
て
差
異
の
あ
る
べ
き
こ
と
、
な
ら
び
に
鍼
物

　
　
罪
の
科
刑
は
原
則
と
し
て
本
犯
よ
り
軽
か
る
べ
き
こ
と
を
閾
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
本
犯
が
軽
微
で
あ
る
か
、
ま
た
は
そ
の

　
行
方
不
明
等
の
際
に
お
い
て
は
、
一
概
に
規
定
で
き
ぬ
ゆ
え
、
臨
機
応
変
に
処
理
す
べ
き
こ
と
と
し
て
い
る
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
書
付
は
そ
の
標
題
の
す
ぐ
後
に
「
書
面
評
議
仕
申
上
里
通
相
心
得
可
申
旨
被
仰
望
承
知
仕
候
」
と
あ
る

　
　
ご
と
く
、
以
後
こ
の
問
題
に
関
す
る
幕
府
裁
判
所
の
準
則
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
口
　
寄
蔵
に
相
当
す
る
ば
あ
い
。
御
定
書
は
前
条
に
つ
づ
い
て
、
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寛
保
元
年
極

　
　
　
一
、
盗
物
と
存
預
り
候
も
の
　
　
　
　
敲

　
な
る
規
定
を
お
い
て
い
る
。
科
条
虚
心
に
よ
る
と
、
本
条
成
立
の
根
拠
と
な
っ
た
判
例
と
い
う
の
は
つ
ぎ
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
、
是
認
享
保
十
九
寅
田
本
銀
町
西
町
目
半
兵
衛
儀
新
材
木
町
久
兵
衛
方
二
居
候
源
六
二
善
玉
九
品
預
り
質
物
議
差
置
候
塵
吟
味
之
節
本
石

　
　
町
藤
八
二
被
頼
下
血
言
意
候
得
共
實
ハ
盗
物
と
乍
存
源
六
二
被
頼
候
二
無
貸
下
申
候
得
共
源
六
儀
鉄
落
い
た
し
行
衛
相
知
不
祥
労
以
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
届
二
付
入
墨
之
上
五
十
敲

　
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
盗
物
と
知
り
な
が
ら
預
る
行
為
に
「
入
墨
之
上
五
十
敲
」
と
い
う
、
か
な
り
重
い
刑
を
科
し
て
い
る
が
、
惟
う
に
、
本

　
件
の
ば
あ
い
は
偽
の
供
述
と
い
う
要
素
も
加
味
さ
れ
て
、
刑
の
加
重
を
み
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
本
条
を
援
用
し
た
判
例
は
比
較
的
少
い
。
し
か
も
問
題
と
す
べ
き
点
も
あ
ま
り
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
、
寄
蔵
に
相
当
す
る
犯
罪
類
型

　
　
の
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
、
つ
ぎ
に
移
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
口
　
故
買
に
相
当
す
る
も
の
。
御
定
書
は
故
買
に
関
し
て
は
つ
ぎ
の
三
条
を
規
定
し
て
い
る
。

　
　
寛
保
元
年
極

　
　
　
一
、
陰
物
買
　
　
　
　
　
　
　
入
墨
之
上
　
敲

　
　
　
　
　
但
年
來
此
事
二
か
か
り
居
候
も
の
ハ
死
罪
從
前
々
之
例

　
　
　
一
、
陰
物
と
乍
存
又
買
い
た
し
候
も
の
　
　
　
　
　
　
入
墨
之
上
　
　
敲

　
　
追
加
、
寛
保
三
年
極

説　
　
　
一
、
盗
物
と
乍
存
下
直
二
買
受
候
も
の
．
　
　
　
所
　
梯

論　
こ
こ
で
「
一
物
」
と
い
う
の
は
賊
物
の
こ
と
で
あ
り
、
　
「
得
物
買
」
と
は
、
要
す
る
に
宝
物
故
買
の
こ
と
を
妙
味
す
る
。
ち
な
み
に
、
陰
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物
な
る
用
語
は
故
買
罪
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
　
一
般
に
賊
物
を
示
す
用
語
と
し
て
は
、
　
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
）

　
　
「
盗
物
」
、
　
「
不
正
之
品
」
等
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

論　
　
右
二
条
が
賊
物
の
故
買
、
お
よ
び
そ
の
も
の
か
ら
さ
ら
に
情
を
知
っ
て
買
受
け
た
も
の
の
罰
則
を
規
定
し
、
両
者
を
同
一
に
取
扱
う
趣

　
旨
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
、
し
か
ら
ば
第
三
項
は
如
何
。
故
買
を
「
落
物
を
有
償
で
収
得
す
る
行
為
」
と
規
定
す
れ

　
ば
、
第
三
項
も
ま
さ
し
く
故
買
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
第
一
項
の
許
物
買
と
、
第
三
項
の
「
盗
物
と
乍
存
下
直
二
買
受

　
候
も
の
」
と
で
は
い
か
な
る
相
違
が
み
と
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
す
る
幕
府
裁
判
所
の
見
解
は
、
寛
．
政
三
年
「
累
物
買
と

　
盗
物
買
と
之
差
別
二
付
評
議
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
「
（
前
略
）
此
儀
御
定
書
二
陰
物
買
入
墨
之
上
汐
盛
年
來
濡
事
二
か
か
り
居
候
も
の
ハ
死
罪
音
物
と
乍
皇
帝
買
致
し
候
も
の
入
墨
之
上

　
　
敲
と
有
之
右
ハ
盗
物
其
外
怪
敷
品
と
乍
存
兼
而
信
販
も
の
と
相
封
致
し
置
石
取
置
稲
叢
費
を
渡
世
同
様
二
致
し
候
も
の
を
語
物
買
之
御

　
　
定
江
引
當
盗
賊
と
存
又
ハ
怪
聞
品
と
心
附
候
而
買
取
費
梯
候
而
も
面
忘
之
利
徳
二
而
已
拘
リ
渡
世
同
様
二
も
不
差
繰
ハ
管
物
と
乍
存
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
直
二
買
取
候
も
の
所
梯
之
御
定
引
當
可
申
儀
と
奉
存
候
（
後
略
）
」

　
　
と
み
え
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
陰
物
買
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
費
渡
入
と
相
対
し
て
お
い
て
か
ら
賊
物
故
買
を
な
し
、

　
　
し
か
も
そ
の
売
買
を
渡
世
同
様
に
し
て
い
る
も
の
の
謂
で
あ
り
、
　
こ
れ
に
反
し
て
後
者
は
、
　
故
買
に
そ
の
よ
う
な
事
前
の
工
作
を
行
わ

　
　
ず
、
ま
た
こ
れ
を
商
売
同
様
に
も
し
な
い
、
い
わ
ば
一
時
的
な
利
害
で
行
動
し
た
も
の
に
適
用
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と

　
　
も
、
両
者
の
差
異
を
行
為
の
常
習
性
に
も
と
め
て
は
な
ら
な
い
。
け
だ
し
、
法
は
白
物
買
に
関
し
、
と
く
に
「
年
来
嘉
事
二
か
か
り
居
候

　
　
も
の
ハ
　
死
罪
」
な
る
但
書
を
設
け
て
、
垂
物
買
の
常
習
犯
に
対
し
て
は
特
別
の
態
度
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
か
か
る
評
議
が
な
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
両
者
の
差
異
に
つ
い
て
の
判
断
は
当
時
の
裁
判
官
た
ち
を

　
　
し
ば
し
ば
迷
わ
せ
た
も
の
ら
し
い
。
右
の
評
議
が
あ
っ
て
か
ら
十
年
後
の
つ
ぎ
の
判
例
は
、
こ
の
聞
の
事
情
を
物
語
る
も
の
と
思
わ
れ
る
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の
で
、
前
掲
評
議
と
の
重
複
を
顧
み
ず
重
要
な
箇
所
だ
け
引
用
し
て
み
よ
う
。
事
件
は
古
着
屋
が
離
物
の
故
買
を
し
た
も
の
に
関
す
る
が

　
　
「
先
例
匠
々
二
付
得
と
評
議
い
た
し
可
申
上
鞘
被
仰
聞
候
」
と
い
う
掛
奉
行
の
伺
に
対
し
、
評
議
は
、

　
　
此
面
（
中
略
）
御
定
書
二
毒
物
買
入
墨
之
上
旬
但
年
來
此
期
二
か
か
り
居
候
も
の
ハ
死
罪
陰
物
と
乍
出
塁
買
い
た
し
候
も
の
入
墨
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

　
　
敲
と
有
之
右
ハ
盗
物
事
外
出
敷
と
乍
存
兼
て
費
候
も
の
と
相
封
い
た
し
置
買
取
右
品
商
量
を
渡
世
二
い
た
し
候
も
の
を
直
物
買
之
御
定

　
　
え
引
當
盗
物
と
存
又
は
怪
韓
国
と
心
立
候
て
買
取
費
副
耳
て
も
堅
忍
之
利
墓
畔
已
上
拘
り
渡
世
同
様
二
も
不
豊
能
は
母
物
と
乍
存
下
直

　
　
　
二
買
取
候
も
の
所
桜
之
御
定
え
引
當
可
申
儀
と
奉
存
桜
干
申
子
年
申
上
候
儀
も
御
座
候
二
黒
引
墨
評
議
仕
軸
壁
盗
物
と
乍
存
下
直
二
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
取
候
も
の
之
御
定
と
据
物
買
之
御
定
と
は
其
も
の
之
下
構
筋
二
寄
候
儀
と
も
難
早
耳
間
玉
座
之
利
徳
二
泥
ミ
添
物
二
も
可
有
之
と
乍
心

　
　
附
買
受
候
類
ハ
潮
騒
と
恵
存
下
直
二
買
取
候
も
の
之
御
定
え
見
合
不
正
之
品
持
來
候
を
兼
て
申
合
置
買
取
費
捌
候
儀
を
渡
世
同
様
二
い

　
　
た
し
候
類
ハ
事
物
買
之
御
定
二
寄
候
方
二
可
有
御
座
哉
二
軍
今
般
之
文
次
儀
ハ
度
々
二
買
受
費
彿
候
得
土
ハ
唐
楓
之
利
徳
二
泥
ミ
候
儀
と

　
　
相
聞
出
て
老
入
と
草
隷
い
た
し
置
鞭
て
買
取
費
梯
候
儀
を
渡
世
同
様
払
い
た
し
豊
富
二
も
無
之
候
間
盗
物
と
乍
存
下
直
二
買
取
候
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

　
　
之
御
定
二
見
合
所
彿
二
て
可
然
哉
二
奉
存
候

　
　
こ
こ
で
も
囲
物
買
と
忌
物
買
と
の
差
異
に
つ
き
、
前
掲
評
議
と
同
様
二
つ
の
基
準
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
と
ぐ
に
問
題
と
し
て
い
る

　
点
は
、
当
事
者
が
古
着
屋
等
の
業
者
た
る
ば
あ
い
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
た
と
い
業
者
が
度
々
故
買
を
な
し

　
　
た
と
し
て
も
、
事
前
に
申
合
等
を
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
や
は
り
単
純
な
盗
物
買
で
し
か
な
い
、
と
判
旨
し
て
い
る
の
は
、

　
犯
人
が
そ
の
よ
う
な
業
者
で
あ
る
必
要
の
な
い
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
故
買
者
が
か
か
る
商
売
筋
で
あ
る
こ
と
だ
け
で
陰
虚
買
の
犯
人
と
さ

　
　
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
允
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

説　
　
四
　
賊
物
の
運
搬
の
ば
あ
い
。
こ
れ
に
つ
き
、
御
定
書
は

論　
　
寛
保
二
年
極
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一
、
家
藏
江
忍
入
候
盗
人
二
被
頼
盗
物
持
運
配
分
幽
門
も
の
　
　
　
　
　
　
敲
之
上
　
輕
追
放

説　
　
　
　
　
　
但
配
分
不
取
候
ハ
・
敲
之
上
所
梯

論　
　
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
窃
盗
犯
人
の
依
頼
を
う
け
、
そ
の
金
物
を
運
搬
す
る
行
為
の
処
罰
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
被
頼
」
と
は
、
窃
盗

　
　
が
な
さ
れ
た
後
、
そ
の
謡
物
の
運
搬
だ
け
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
意
味
は
な
い
。
天
明
八
年
・
無
宿
伊
三
郎
温
い

　
　
た
し
候
一
件
に
お
け
る
評
議
は
よ
く
こ
の
点
を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
窃
盗
実
行
中
片
陰
に
ひ
そ
ん
で
往
来
を
監
視
し
、
盗
賊
の

　
　
渡
し
た
櫓
物
を
運
搬
し
た
事
件
に
関
し
、
本
条
を
援
用
し
て
敲
之
上
軽
追
放
と
伺
っ
た
掛
奉
行
の
見
解
に
対
し
、
評
議
は
本
件
被
告
が
行

　
　
為
者
と
の
間
に
共
謀
の
事
実
の
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
、
　
「
此
儀
御
定
書
二
家
蔵
え
忍
入
候
盗
人
二
面
頼
盗
物
持
運
配
分
取
々
も
の
敲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
之
上
宝
追
放
但
配
分
不
取
候
呂
州
敲
之
上
所
梯
と
有
之
右
は
盗
之
儀
は
不
申
合
盗
賊
家
藏
え
忍
入
雑
物
持
出
し
如
上
二
て
持
運
之
儀
を
被

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
・
　
、
　
h
　
　
　
　
　
（
一
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
T
）

　
　
相
頼
候
も
の
え
墨
引
當
御
定
二
可
有
御
座
哉
（
後
略
）
」
と
の
べ
て
、
掛
奉
行
の
見
解
を
斥
け
、
盗
賊
之
外
見
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
死

　
　
罪
を
科
し
て
い
る
。
け
だ
し
、
こ
の
評
議
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
本
条
は
窃
盗
の
申
合
口
共
謀
は
せ
ず
に
、
本
犯
の
窃
取
の
後
に
そ
の
豪
物

　
　
の
運
搬
を
引
受
け
た
ば
あ
い
の
規
定
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
共
犯
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

　
　
の
ケ
ー
ス
が
如
実
に
示
し
て
い
る
ご
と
く
、
か
か
る
摺
物
運
搬
の
行
為
は
窃
盗
現
場
近
く
に
待
機
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、

　
　
事
実
上
窃
盗
の
見
張
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
と
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
な
お
、
窃
盗
に
関
す
る
共
謀
の
不
存
在

　
　
を
前
提
と
し
て
、
本
条
を
単
な
る
賜
物
罪
と
し
て
扱
っ
た
法
理
は
、
徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け
る
共
犯
が
行
為
者
の
主
観
的
意
思
口
犯
意
を

　
　
重
視
し
て
い
た
一
面
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
本
条
は
通
常
忍
入
戸
盗
と
い
わ
れ
る
窃
盗
に
附
起
し
て
行
わ
れ
る
蔓
物
罪
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
窃
盗
の

　
　
ば
あ
い
に
起
り
う
る
愚
物
運
搬
の
規
定
を
御
定
書
は
欠
い
て
い
る
。
惟
う
に
、
法
が
と
く
に
「
家
蔵
江
忍
入
候
盗
人
二
被
頼
」
と
断
っ
て

　
　
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
軽
微
な
窃
盗
に
関
係
の
あ
る
賊
物
の
運
搬
は
科
刑
の
上
で
も
考
慮
せ
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
の
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が
常
識
的
で
あ
ろ
う
。
七
か
る
従
こ
の
点
に
関
し
、
文
化
二
年
・
無
宿
態
八
初
筆
盗
い
た
し
候
一
件
の
評
議
の
中
で
町
奉
行
根
岸
肥
前
守

　
　
は
私
見
と
し
て
、
　
「
…
…
尤
忍
入
二
無
之
盗
人
二
被
頼
盗
物
持
運
候
も
の
之
御
定
は
無
御
座
盗
物
持
運
遣
し
候
も
の
は
全
く
盗
賊
之
同
類

　
　
二
無
謬
候
片
付
盗
之
始
末
不
申
合
も
の
故
本
人
盗
人
之
御
仕
置
輕
重
二
寄
油
物
持
運
遣
し
候
も
の
之
御
仕
置
差
別
は
有
御
座
間
敷
哉
二
奉

　
　
　
こ
六
）

　
存
候
」
の
ご
と
く
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
条
の
規
定
は
窃
盗
そ
の
も
の
の
共
謀
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当

　
然
、
当
物
の
運
搬
人
は
窃
盗
の
内
容
に
つ
き
立
入
っ
た
認
識
を
も
つ
こ
と
は
期
待
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
本
犯
の
種

　
類
に
よ
っ
て
、
そ
の
刑
の
軽
重
も
左
右
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
．
で
あ
っ
て
、
な
か
な
か
理
論
的
で
あ
り
傾
聴
す
べ
き
点

　
も
多
い
が
、
な
に
ぶ
ん
判
例
が
な
い
の
で
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
御
定
書
第
五
十
六
条
の
規
定
す
る
各
種
の
国
法
罪
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時

　
　
の
賊
物
罪
に
は
今
日
の
牙
保
・
寄
蔵
・
故
買
。
運
搬
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
し
か
ら
ば
今
日
わ
れ
わ
れ
が

　
　
「
賊
物
の
収
受
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
は
い
か
な
る
取
扱
い
を
う
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
判
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、
ま
ず

　
　
享
和
元
年
・
火
附
盗
賊
改
、
池
田
雅
次
郎
伺

　
　
　
一
、
下
総
國
無
宿
久
八
附
火
い
た
し
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
　
　
次

　
　
右
端
も
の
儀
久
八
等
兵
衛
帯
出
會
候
瑚
清
右
衛
門
方
二
て
盗
取
候
由
二
て
金
萱
分
署
五
百
文
配
分
即
急
迎
貰
受
不
感
酒
食
二
遣
捨
候
段

　
　
不
届
二
付
入
墨
之
上
親
利
助
え
引
渡

説　
　
　
　
此
儀
（
中
略
）
野
州
須
磨
木
村
二
て
捕
候
無
宿
彌
吉
儀
八
兵
衛
を
盗
賊
と
胃
線
際
物
等
之
世
話
い
た
し
度
々
鏡
貰
受
候
段
不
届
二
七

論　
　
　
敲
申
付
候
例
二
見
合
敲
之
上
親
利
助
え
引
渡
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へ
工
．
）

　
　
　
　
　
評
議
之
通
済

説　
　
な
る
も
の
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
蓋
物
た
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
貰
受
け
た
も
の
に
関
す
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
収
受
に
相
当
す
る

．
論
　
　
が
、
評
議
は
詰
物
を
世
話
し
て
金
品
を
う
け
た
事
例
に
敲
を
科
し
た
先
例
を
援
用
し
て
敲
を
科
し
、
入
墨
と
伺
っ
た
掛
奉
行
の
見
解
を
斥

　
　
け
て
い
る
。
け
だ
し
、
賊
物
の
収
受
に
関
し
て
は
御
定
書
に
規
定
な
く
、
ま
た
適
当
な
先
例
も
な
か
っ
た
た
め
、
か
か
る
評
議
と
な
っ
た

　
　
も
の
で
あ
ろ
．
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
）

　
　
　
そ
の
ほ
か
、
置
物
を
十
両
貰
っ
た
も
の
に
つ
い
て
死
罪
と
し
た
事
例
や
、
殺
人
を
発
見
し
て
口
止
め
料
と
し
て
被
害
者
か
ら
奪
っ
た
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
）

　
　
を
貰
受
け
た
も
の
に
対
し
て
敲
之
上
中
追
放
に
処
し
た
判
例
、
あ
る
い
は
斎
物
た
る
植
木
鉢
を
貰
っ
た
も
の
が
武
士
で
あ
っ
た
関
係
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
っ
て
重
追
放
に
処
せ
ら
れ
た
も
の
等
が
あ
る
が
、
そ
の
処
罰
の
方
法
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
の
は
御
定
書
に
規
定
を
欠
い
て
い
た
こ
と
よ

　
　
り
や
む
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
　
徳
川
禁
令
考
後
聚
、
第
四
秩
（
以
下
徳
禁
後
、
四
の
ご
と
く
略
称
）
三
一
三
頁
。

（
二
）
　
徳
禁
後
、
四
、
三
一
四
頁
。

（
三
）
　
古
類
集
十
三
（
七
九
八
）
寛
政
十
二
。
三
十
間
堀
七
丁
目
右
衛
門
元
抱
非
人
当
時
無
宿
常
蔵
盗
い
た
し
候
一
件
。

（
四
）
　
古
類
集
十
三
（
八
○
○
）
寛
政
十
二
。
品
川
無
宿
ひ
き
ま
と
小
僧
長
次
盗
い
た
し
候
一
件
。

（
五
）
　
古
類
集
十
三
（
七
八
九
）
。

（
六
）
　
新
類
集
十
四
（
三
九
五
）
。

（
七
）
　
た
と
え
ば
、
前
掲
註
（
三
）
　
（
四
）
所
引
判
例
の
ご
と
し
。
た
だ
し
、
全
く
同
様
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
な
が
ら
重
敲
を
科
し
た
例
も
あ
る
。
古
類
集

　
　
十
三
（
七
九
四
）
寛
政
七
・
当
時
無
宿
庄
助
盗
い
た
し
候
一
件
参
照
。

（
八
）
　
徳
禁
後
、
四
、
三
九
三
i
三
九
七
頁
。

（
九
）
　
徳
禁
後
、
四
、
三
一
六
頁
ゆ
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、

論説

（
一
〇
）
　
古
類
集
工
⊥
二
（
七
九
〇
）
天
明
三
・
主
人
掛
先
之
金
銀
盗
取
候
一
件
な
ど
、
そ
の
数
少
い
事
例
の
一
つ
で
あ
る
。

（
］
一
）
　
諸
物
買
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
貞
享
年
間
に
死
罪
に
処
し
た
判
例
が
御
仕
置
裁
許
帳
（
石
井
良
助
博
調
馬
．
近
世
法
制
史
料
叢
書
第
一
巻
所
収

　
　
　
に
み
え
て
い
る
（
同
書
、
三
七
〇
頁
）
し
、
ま
た
元
禄
御
法
式
（
右
同
書
所
収
）
に
も

　
　
〔
一
八
五
〕

　
　
　
　
一
　
三
物
を
三
三
三
者
之
類
　
　
　
死
罪

　
　
と
あ
る
（
同
書
四
六
三
頁
）
。

へ．

∴
黶
j
，
徳
禁
後
、
四
、
三
八
四
－
三
八
六
頁
。

（
一
三
）
　
古
類
集
十
三
（
七
八
五
）
享
和
二
・
市
ケ
谷
平
山
町
忠
兵
衛
店
貞
順
事
入
墨
爾
兵
衛
盗
い
た
し
候
一
件
。

．
．
（
一
四
4
　
古
類
集
十
二
（
七
五
三
）
天
明
八
・
無
宿
伊
三
郎
盗
い
た
し
候
一
件
。

（
一
五
）
　
徳
川
刑
法
で
は
、
共
謀
の
上
窃
盗
の
見
張
を
な
せ
ば
実
行
者
と
同
罪
に
処
し
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
古
町
三
（
一
六
〇
）
天
明
八
．
盗
賊
外
見

　
　
　
之
儀
に
付
評
議
の
項
参
照
。

（
で
六
）

へ
一
七
）

（
「
一
八
）

（
一
九
）

（
二
〇
）

新
類
集
十
四
（
三
九
一
）
。

古
類
集
十
四
（
九
七
七
）
。

新
類
集
十
六
（
五
四
九
）
文
化
十
・
無
宿
直
吉
盗
い
た
し
候
一
件
。

新
類
集
一
六
（
五
四
八
）
文
化
五
。
当
時
無
宿
平
右
衛
門
儀
人
を
殺
貰
い
た
し
候
一
件
。

司
法
資
料
「
徳
川
時
代
裁
判
琳
例
」
刑
事
之
部
長
〇
一
－
九
〇
二
頁
。
文
化
元
．
井
上
河
内
守
徒
士
八
田
幸
之
助
に
関
す
る
一
件
。

三

前
節
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
当
時
に
お
い
て
も
っ
と
も
典
型
的
と
考
え
ら
れ
る
財
物
罪
の
形
態
を
一
通
り
検
討
し
て
み
た
。
以
下
に
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は
少
し
く
特
殊
な
態
様
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

説　
　
　
御
定
書
第
三
十
八
条
「
廻
船
荷
物
出
費
出
女
宿
船
荷
物
押
領
い
た
し
候
も
の
御
仕
置
之
事
」
の
中
に
は

論　
　
追
加
、
寛
保
三
年
極

　
　
　
一
、
遭
難
風
打
荷
い
た
し
候
残
荷
物
を
盗
取
候
船
頭
と
馴
合
浦
灘
文
差
出
配
分
取
候
名
主
　
　
　
　
於
其
所
　
　
獄
　
門

　
　
臼
G
州
、
詞
円

　
　
　
・
ノ
「
了
ノ
’
　
　
　
一

　
　
　
一
、
同
荷
物
自
分
土
藏
江
入
下
り
置
配
分
取
候
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
　
　
罪

　
　
　
追
加
、
同

　
　
　
一
、
同
百
姓
之
内
重
立
歩
運
ひ
世
話
い
た
し
配
分
取
候
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
追
放

　
　
の
ご
と
き
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
成
立
し
た
．
事
情
は
科
条
操
典
に
、
　
「
…
…
…
寛
保
三
亥
年
十
二
月
豆
州
妻
良
身
動
荷
物
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
轟
轟
之
上
御
下
知
有
之
御
仕
置
申
付
一
例
を
以
硬
膏
申
候
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
申
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
、
第
二
項
．
第
三
項
は
特
殊
な

　
　
事
例
に
属
す
る
と
は
い
え
、
い
ち
お
う
、
そ
れ
ぞ
れ
柔
物
の
寄
蔵
・
運
搬
に
該
当
す
る
も
の
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
本
条
は
「
難
船
二
事
寄
荷
物
押
領
」
を
な
す
行
為
を
本
犯
と
す
る
賊
物
罪
で
あ
る
こ
と
に
そ
の
特
色
を
も
つ
。
し
た
が
っ

　
　
て
、
た
と
い
船
舶
中
の
荷
物
を
窃
取
す
る
こ
と
1
7
一
よ
っ
て
生
じ
た
賊
物
を
寄
蔵
も
し
く
は
運
搬
し
て
も
本
条
の
賊
物
罪
を
構
成
し
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し

　
　
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ば
あ
い
は
前
節
で
の
べ
た
よ
う
な
通
常
の
蓋
物
罪
と
し
て
処
理
せ
ら
れ
て
い
た
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
惟

　
　
う
に
、
本
条
が
規
定
す
る
「
難
船
民
事
寄
荷
物
押
領
」
な
る
行
為
は
、
難
船
と
い
う
特
殊
な
状
態
に
お
け
る
行
為
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
通

　
　
常
の
船
舶
に
お
け
る
窃
盗
に
較
べ
て
そ
の
被
害
法
益
が
は
る
か
に
大
き
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
ろ
う
し
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
附
随
し
て
発

　
　
生
す
る
賊
物
犯
の
規
模
も
大
き
い
の
で
．
、
そ
れ
だ
け
一
層
財
産
権
保
護
の
必
要
性
も
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
な
お
、
御
定
書
は
か
か
る
状
態
に
お
け
る
葉
物
罪
と
し
て
、
右
の
寄
蔵
・
運
搬
の
例
を
規
定
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、
判
例
で
は
必
ず
し
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論説
も
右
の
二
種
に
限
定
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
．
文
政
七
年
・
越
前
國
浜
板
浦
久
左
衛
門
其
外
之
も
の
共
難
船

二
事
寄
不
届
之
取
計
い
た
し
候
一
件
で
は
、
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
　
　
藏

　
右
之
も
の
儀
難
船
乗
組
之
も
の
共
よ
り
下
物
ハ
勿
論
商
ひ
物
配
分
等
測
候
儀
特
訓
之
候
と
も
右
船
小
宿
い
た
し
な
か
ら
乗
組
久
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ミ

　
外
一
入
任
頼
早
番
二
罷
草
平
町
同
心
見
習
花
田
惣
太
夫
江
口
添
い
た
し
難
船
二
、
事
寄
積
荷
之
内
国
米
大
豆
等
隠
費
之
世
話
い
た
し
遣
候

　
始
末
不
届
二
三
重
追
放

　
「
」
此
儀
御
仕
置
翠
嵐
伯
老
『
守
申
上
候
外
相
當
之
例
相
見
不
申
二
割
二
見
合
強
而
輕
重
も
無
御
座
下
間
伺
之
通
重
追
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
　
評
議
之
通
濟

と
の
べ
て
、
垂
物
・
の
牙
保
に
あ
た
る
事
例
に
つ
き
、
や
は
り
重
追
放
の
刑
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る
。
な
お
こ
の
仕
置
例
で
は
春
物
売
却
の

斡
旋
は
し
た
が
、
配
分
・
礼
銭
等
は
貰
っ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
前
掲
御
定
書
の
規
定
の
第
三
項
と
同
一
の
刑
に
処

せ
ら
れ
て
い
た
点
、
注
目
さ
れ
る
。

　
（
一
）
　
徳
禁
後
、
三
、
二
九
一
1
・
二
九
二
頁
参
照
。

　
（
二
）
　
た
と
え
ば
、
古
類
集
十
三
（
七
七
八
）
寛
政
八
・
越
州
官
崎
福
嶋
町
元
和
泉
屋
新
太
郎
伜
當
時
無
宿
清
助
難
船
と
偽
荷
物
押
領
い
た
し
候
一
件
。

　
　
　
同
（
七
八
○
、
七
九
六
）
寛
政
十
・
大
坂
廻
船
栄
久
叶
え
積
請
候
商
荷
盗
取
候
一
件
。
．
お
よ
び
新
類
集
十
四
（
三
八
七
）
文
化
十
・
南
新
堀
弐
丁
目

　
　
　
重
蔵
儀
船
積
之
品
抜
取
候
一
件
な
ど
。

　
（
三
）
　
徳
禁
後
、
三
、
三
〇
五
頁
。
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論　説

四

　
一
　
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
大
体
当
時
の
賊
物
罪
の
形
態
は
明
ら
か
に
な
し
え
た
と
思
う
。
そ
こ
で
最
後
に
、
二
物
罪
の
成
ゾ
要
件
と

し
て
の
「
博
物
た
る
の
情
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
当
時
い
か
に
瑚
解
せ
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
き
若
干
の
べ
て
木
魚
を
お
わ
る
こ
と
と

し
よ
う
。

　
ま
ず
御
定
書
の
規
定
を
み
る
と
、
第
五
十
六
条
は
第
二
節
列
挙
の
賊
物
罪
に
つ
い
て
規
定
す
る
と
と
も
に
、

　
同
　
一
　
盗
物
と
ハ
不
存
候
得
共
出
所
不
相
引
質
二
置
遣
候
も
の
　
　
　
　
　
　
　
過
　
料

　
　
追
加
ハ
延
享
四
年
極
‘

　
　
　
　
但
武
家
之
家
來
二
候
ハ
・
　
江
戸
梯

な
る
条
文
も
加
え
て
い
る
・
こ
れ
は
池
塘
た
る
の
情
を
知
ら
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
出
所
等
は
よ
く
調
べ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
怠

っ
た
軽
率
さ
を
餐
め
る
趣
旨
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
過
失
に
対
し
て
の
刑
事
責
任
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
謡
物

罪
に
は
知
情
を
要
件
と
す
る
、
本
来
の
型
物
罪
と
、
過
失
に
よ
っ
て
惹
超
さ
れ
た
そ
れ
と
が
、
混
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
き
わ
め
て

広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
本
稿
は
紙
幅
の
関
係
上
、
後
者
の
ば
あ
い
を
後
考
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ

で
は
も
っ
ぱ
ら
、
知
情
の
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
闇
接
的
に
両
者
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
二
　
御
定
書
は
知
情
に
つ
き
、
　
「
嘗
物
と
乍
存
」
と
規
定
す
る
。
盗
の
始
末
や
、
置
物
な
る
旨
聞
か
さ
れ
た
上
で
の
行
為
が
こ
れ
に
入

る
の
は
む
ろ
ん
で
あ
る
が
・
た
と
い
そ
の
よ
う
な
事
情
を
聞
か
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
自
ら
そ
れ
と
気
付
い
た
の
に
あ
え
て
実
行
し
た
も
の

も
こ
れ
に
該
当
し
た
・
す
な
わ
ち
判
例
に
・
「
読
物
と
心
土
な
か
鉾
・
「
不
正
之
品
と
乍
心
慰
等
・
そ
の
障
れ
に
類
す
る
吝
が
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数
多
く
，
見
出
さ
れ
る
の
は
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
判
例
が
賊
冠
た
る
の
認
識
を
行
為
者
に
み
と
め
た
ば
あ
い
は
右
に
つ
き
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ほ
か
、
研
物
か
も
知
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
思
い
な
が
ら
、
あ
え
て
実
行
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
　
「
盗
取
候
儀
二
も
可
有
之
哉
と
乍
心
附
」
、
　
「
不
正
之
品
二
も
可
有
之
哉
と
乍
心

血
云
々
と
の
べ
て
こ
れ
指
定
レ
て
い
る
し
・
さ
ら
に
・
単
に
怪
し
い
妄
附
い
た
だ
け
で
も
や
は
り
・
三
頭
品
と
乍
心
脹
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
は
、
　
「
怪
敷
品
と
乍
心
附
」
と
の
べ
て
、
こ
れ
に
あ
て
は
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
こ
の
点
を
も
う
少
し
具
体
的
に
説
明
す
る
も
の
と
し
て
は
、
　
「
引
物
之
儀
辮
無
之
候
と
も
質
入
之
儀
度
々
相
頼
如
何
之
儀
と
気
附
候
ハ

川
其
筋
え
可
卓
出
賦
け
と
か
「
盗
物
と
ハ
不
存
置
発
覚
機
翼
．
北
ハ
與
右
衛
門
紛
失
之
品
二
似
寄
無
心
元
存
候
ハ
・
早
々
可
訴
出
候
慮
無
其

鰍
等
が
あ
げ
ら
れ
る
・
い
ず
れ
心
墨
男
物
た
る
の
猿
知
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
前
者
に
あ
．
て
は
質
入
を
度
々
依
頼
さ
れ
た
こ

と
か
ら
序
し
い
と
感
じ
、
ま
た
後
者
で
は
、
そ
の
物
品
が
紛
失
物
と
似
て
い
て
お
か
し
い
と
感
付
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
と
も
に
鈍
物
た

る
の
認
識
あ
り
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
御
定
書
の
「
盗
物
と
乍
存
」
は
か
な
り
広
く
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
一
極
端

に
い
え
ば
、
全
然
気
付
か
な
か
っ
た
ば
あ
い
で
な
け
れ
ば
、
め
が
れ
え
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
三
物
た
る
の
情
を
知
ら
ず
し
て
こ
れ
ら
の
行
為
を
な
し
、
後
に
な
っ
て
そ
れ
を
知
っ
た
ば
あ
い
は
、
こ
れ
に
入
ら
な
か
っ

た
。
例
を
示
せ
ば
、

　
天
明
三
年
・
八
王
子
無
宿
忠
次
郎
事
藤
次
郎
盗
い
た
し
候
】
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
　
助

柱
　
　
右
之
も
の
儀
下
物
と
は
不
与
格
早
縄
忠
次
郎
事
藤
次
郎
任
用
頼
候
出
所
も
不
糺
盗
物
預
り
置
右
品
之
杓
質
入
い
た
し
遣
其
上
盗
物
之
劃

一
澗
及
後
減
量
夫
権
揮
え
も
楽
髪
訴
雄
乾
ハ
衛
両
杢
て
請
戻
し
喜
爾
方
え
内
聖
一
て
渡
遣
候
段
不
登
付
紙
＋
三
間
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孟
母
一
件
之
内
十
右
衛
門
同
様
之
も
の
二
御
座
候
虜
伜
下
人
等
之
類
身
上
無
之
も
の
二
て
も
過
料
二
翻
り
候
も
の
は
過
料
申
付
過
料

　
　
難
差
出
も
の
は
御
定
博
通
手
鎖
可
印
付
旨
別
紙
御
書
付
立
趣
を
以
先
ツ
過
料
銭
三
貫
文
申
付
頻
々
難
差
釣
眼
ハ
、
三
十
口
手
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ソ

　
　
　
～
評
へ
議
ウ
篤
超
濟
…

　
三
　
以
上
わ
れ
わ
れ
は
・
　
当
時
の
冷
物
罪
に
お
い
て
知
情
の
悶
悶
が
い
か
に
珊
解
せ
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
　
い

ま
・
本
節
に
の
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
魔
物
た
る
の
認
識
の
有
無
に
よ
っ
て
そ
の
取
扱
い
に
差
別
を
示
し
て
い
る
が
、
し
か
も
な

お
、
両
者
は
「
盗
物
怪
三
品
取
扱
候
」
も
の
と
し
て
、
一
緒
に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
っ
し
て
、
知
情
に
関
す

る
こ
の
よ
う
な
性
格
こ
そ
、
同
時
に
、
徳
川
幕
府
刑
法
に
お
け
る
賊
物
罪
の
大
き
な
特
色
を
な
す
の
で
あ
る
．
、

　
（
一
）
　
た
と
え
ば
、
新
類
集
十
四
（
三
八
二
）
文
化
元
・
元
長
崎
本
大
工
町
無
宿
庄
助
飼
い
た
し
候
一
件
を
参
照
せ
よ
。

（
二
）
癌
竿
三
（
七
九
四
）
寛
政
七
・
当
時
無
雲
助
撞
い
た
し
候
一
件
。
型
七
八
○
）
評
註
。
大
坂
廻
船
栄
久
前
之
積
請
臣
籍
物
叢
候

　
　
　
一
件
。

　
　
　
新
類
集
十
四
（
三
八
九
）
文
化
元
。
松
平
日
向
守
召
使
中
間
死
霊
佐
兵
衛
嘆
い
た
し
候
一
件
。

　
（
四
）
　
た
と
え
ば
、
新
類
集
十
四
（
三
九
六
）
文
化
九
・
上
州
藤
岡
町
藤
古
盗
賊
ら
、
～
卜
い
た
し
候
一
件
。

　
（
五
）
　
古
類
集
十
三
（
七
九
〇
）
天
明
三
・
⊥
人
掛
先
之
金
銀
盗
取
候
一
件
。

　
（
六
）
　
新
類
集
十
四
（
三
九
三
）
文
化
四
・
無
宿
平
蔵
初
筆
盗
い
た
し
候
一
件
。

　
（
七
）
　
新
類
集
十
四
（
三
九
七
）
文
化
十
一
。
無
宿
安
五
郎
盗
い
た
し
候
一
件
。

　
（
八
）
　
古
類
集
十
三
（
七
八
九
）
安
永
六
・
甲
府
城
屋
町
與
右
衛
門
方
紛
失
物
一
什
。

　
（
九
）
　
古
類
集
十
四
（
九
五
七
）
。
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